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教 - 1

　課長評価（1次）

達成 ●
概ね達成

● 達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い

● 高い ●
高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

学力向上推進事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

エキスパートサポーターの延べ活動授業時数
未設定

実績値 1,003
達成率 #VALUE!

時間

目標値 未設定

学力向上対策チームの開催回数
回

目標値 未設定 未設定
実績値 3
達成率 #VALUE!
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

92

国語の授業の内容がよく分かる・どちらかといえばわ

かると答えた割合(小6・中3平均） ％

Ｈ２３
エキスパートサポーターにより児童の学力が高
まったと感じた割合（教員アンケート） ％

目標値 未設定 未設定
実績値
達成率 #VALUE!
目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 68 69 74
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

算数・数学の授業の内容がよく分かる・どちらかといえ
ばわかると答えた割合（小6・中3平均） ％

目標値 未設定 未設定

概ね効率的

未設定 未設定
実績値 62 67 67
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

エキスパートサポーター配置はモデル事業であり、初年度
は活用手法が十分に確立されたいなかった面もあり、もう
数年継続的な検証が必要。

現状の課題
エキスパートサポーターについては、モデル事業であり、初年度は学校においても、活用手法が十分に確立されていなかった面
もあり、もう数年継続的な検証が必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い エキスパートサポーター配置については、ベテラン教員（非
常勤）の活用により正規教職員に遜色ない教育効果が得
られている。低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

エキスパートサポーターについて、もう数年同じ配置手法で効果を検証したい。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

エキスパートサポーターについて、もう数年同じ人員配置で効果を検証したいが、活用手法の更なる工夫は必要。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
エキスパートサポーター配置はモデル事業として１校のみ
の設置であるので、影響としては小さい。

小さい

ない

現状の課題
他校に拡大するかどうか、費用も大きいので、効果が相当見込めることを確認したうえでなければならないと考える。また拡大
にあたってはスタッフの資質が大変重要な要素となることから、有能な人材の確保如何により、この事業が左右されることも十
分有り得る。

減尐 その他

このモデル事業については３カ年程度を目安にとり進めたいと考えており、現行レベルのコストでＨ24も取り組みたい。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

２名スタッフの効率性を高めるため、Ｈ23年度では学年別担当あるいは教科別担当を取り入れて試行を行っており、今年度の
結果を踏まえ、さらに修正するか判断する。
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教 - 2

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

外部指導者活用事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

学力向上サポーター配置人数
4

実績値 4
目標：予算措置数 達成率 133.3

人

目標値 3

ＳＡＴ配置人数
人

目標値 未設定 未設定
実績値 92
達成率 #VALUE!

部活動外部指導者配置人数
人

目標値 5

目標：予算措置数

5
実績値 6
達成率 120.0

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

1,182

ＳＡＴ活動日数
日

Ｈ２３

学力向上サポーターの延べ活動時間数
時間

目標値 1,260 1,440
実績値

目標：予算措置数 達成率 93.8
目標値 未設定 590
実績値 468

目標：予算措置数 達成率 #VALUE!

部活動外部指導者活動日数
日

目標値

概ね効率的

未設定 未設定
実績値 392
達成率 #VALUE!

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

教職員の配置が増えない中で、きめ細やかな事業支援な
どを行うためには不可欠であり、コスト面からも他に代替手
法はない。

現状の課題
学生ＳＡＴの確保が困難となってきているため、謝金単価の引き上げの検討や、より安定した配置ができる学力向上サポーター
への移行も必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
教職員の配置が増えない中で、きめ細やかな事業支援な
どを行うためにボランティアを主体とした学校支援は有効。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

学力向上面など、より焦点化した支援を図るためには、安定的な配置ができる学力向上サポーター増員が必要。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

学校ニーズには多様であるが、一定程度支援手法を焦点化する必要もある。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

現状の課題
課長評価にもあるとおり、学生ＳＡＴについては、自家用車がないことや大学の授業など、交通又は時間の制約から派遣できる
学校が限られているの現状である。このことから比較的自由度の高い学力向上サポーター（退職教員等）へのシフトも方策であ
ると考える。

減尐 その他

課長評価と同じく、学力向上サポーターの拡大に向けた事業予算の拡大を図りたい。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

多様なニーズに即応できるよう事業の拡充を検討したい。
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教 - 3

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

英語指導助手招致事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

英語指導助手派遣中学校数
8

実績値 8 8 8
目標：事業計画（全中学校数） 達成率 100.0 100.0 100.0

校

目標値 8 8 8

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

1,706 1,691

Ｈ２３

受講生徒数
人

目標値 1,727 1,706 1,691 1,735
実績値 1,727

目標：事業計画（全生徒数） 達成率 100.0 100.0 100.0
目標値
実績値
達成率
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

小学校新教育課程における外国語活動の導入を含め、義
務教育における英語教育への期待が高まる中、影響は大
きい。

現状の課題 助手の採用時において、市町村に選択権限がない。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で児童生徒にネイティブ英語を体験させる
ことができている。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

小学校外国語活動の導入に際し、小学生専用の助手を雇入れる。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

助手の活用手法において、現場教員との連携を深め、さらに効率的な事業展開を図る。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 英語指導助手（ＡＥＴ）は民間委託に比べ費用対効果が高
いとは言い難いが、交付税算入がなされるため、実質的に
費用対効果が高くなる。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
英語の授業におけるネイティブスピーカーとしての役割は
絶大であり、影響は大きい。

小さい

ない

現状の課題
ＡＥＴの人選ができないことは、事業リスクとして無視できないところであり、課題といえる。現在は幸いにして優れたＡＥＴが配置
されている。　また、教職員との連携強化もこの事業のカギを握るところであり、さらに効率的な展開が課題といえる。

減尐 その他

Ｈ23の１名増をＨ24以降も続けたい。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

助手の活用手法において、現場教員との連携を深め、さらに効率的な事業展開を図る。
特に１名増となることから、その配置・活用について実践をとおして改善を図る。
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教 - 4

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

概ね達成 ●
● 達成していない

● 極めて高い ●
高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

拡充により事業費はやはり増大すると考える。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

校務の情報化推進による教員の負担軽減をさらに推し進める。授業・学習での情報化推進により、授業での習熟度を高める、
自己学習への意欲を高める。このような点を中心に改善・拡充を図りたい。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 教育の情報化は優先度の高い施策として取り組んでいく。

また校務の情報化では、これを前提として既に事務の執行がなされて

おり、廃止による影響は多大である。

小さい

ない

現状の課題
情報化の推進を全市的に拡充するには、多大な費用を要するため、費用対効果の高い手法を厳選しなければならず、まだ具体
的な方策について全容が定まってはいない。今後とも先行して取り組んでいる学校での検証をさらに行っていく必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 効率性を高めようと工夫に努めているが、情報機器はやや
もすると費用対効果を損ないかねないので今後とも十分留
意を要する。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

教育活動の質的な向上に好影響があることから、継続的・効果的な事業を実施する。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

校務の情報化の促進に効果的な事業展開に対し、引き続き必要な予算措置を行う。

現状の課題 校務用パソコンの充足、教育指導におけるＩＣＴ機器の利活用、校務支援システムの充実が課題となっている。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で学校ＩＣＴ環境に必要な整備を行ってい
る。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

事業を縮小した場合、教育環境の整備が図れず、極めて
影響が大きい。

達成率

概ね効率的

実績値

目標：学校における教育の情報化の実態等に関する調査 達成率
目標値

目標値 100 100 100
実績値 95 調査中

目標：学校における教育の情報化の実態等に関する調査 達成率 106.9 #VALUE!

Ｈ２３

校務用コンピュータの整備率
％

目標値 100 100 100
実績値

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

106.9 調査中

普通教室の校内ＬＡＮ整備率
％

実績値
達成率

目標値

未設定
実績値 256 0
達成率 116.4 #VALUE!

校内ＬＡＮの整備教室数
室

目標値 220 未設定

目標：予算措置数 達成率 100.0 128.6

台

目標値 331 7 16
実績値 331 9

教育情報化整備事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

校務用パソコン整備台数
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教 - 5

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

ボランティアの協力を拡充するなど、現状において工夫を図る。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

１０ヶ月検診以降のフォロー機会の拡充を図る。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
読書活動を体系的に推進する、スタート、基礎となる事業
である。

小さい

ない

現状の課題 ブックスタート事業のフォローアップが必要である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い ブックスタート事業では、無償で絵本を配布しているが、本
との出会いや親子のコミュニケーションの醸成に効果が
あると考える。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 百井　宏己

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

健康推進課との連携で、図書館職員の負担を軽減した中で、ボランティア活動を拡大し、１歳６ヶ月検診での読み聞かせの回
数を増加させる。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

ブックスターパックの配布は、これまで同様１０ヶ月検診のみにすることで、予算負担はないと思われ、引き続き必要最小限の
事業費で実施していく。

現状の課題
１０ヶ月検診でのブックスタートパック配布、読み聞かせは定着したが、今後１歳６ヶ月検診などへの拡充をどう行っていくか考え
ていく必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
ブックスタート事業など、最小限の事業費で幼児が絵本に
反応することを広く知れ渡るようになった。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

廃止・縮小した場合は、子どもの読書活動が普及できなく
なり影響が大きい。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 1,100 775 853

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

Ｈ２３

児童書の貸出冊数
冊

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 171,412

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

164,615 159,127

おはなし会への参加人数
人

未設定
実績値 1 2 2
達成率 100.0 100.0 100.0

学校図書館整備の対象校数
校

目標値 1 2 2

未設定
実績値 89 55 55
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

おはなし会の開催回数
回

目標値 未設定 未設定 未設定
達成率 89.4 92.5 98.7

人

目標値 479 465 391 未設定
実績値 428 430 386

子どもの読書推進事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

ブックスタートパックの配布人数
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教 - 6

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

学校図書館整備の支援に関わる費用の増加が見込まれる。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

各種の連携を図るとともに、学習機会の体系化に努める。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
生涯学習推進において、その機会と場の提供は不可欠で
あるとともに、各種連携事業の中核を担っている。

小さい

ない

現状の課題 社会教育施設等との連携や市民協働のさらなる充実を図るとともに、学校図書館整備の支援を図る必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

市民協働や施設連携などによる事業展開が進んでいる。概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 百井　宏己

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

・各施設との連携や市民協働での事業展開もさらに広げる余地がある。
・学校司書配置を進めている中、学校図書館との連携もさらに進めて行く必要がある。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の事業費で実施していく。

現状の課題
２２年度からは、砂丘の風資料館、海浜植物センター等の市内各施設との連携事業が増えており、情報交換を企画段階から密
に行い、より効果的な事業展開を図る必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

最小限の事業費で市民に学習機会を提供している。
低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

縮小・廃止した場合、市民図書館が学習機会の場の機能
を果たせなくなり、影響が大きい。

達成率 31.3 27.6 21.0

概ね効率的

60,878 未設定
実績値 19,139 16,857 12,786

目標：事業計画 達成率 132.5 115.7 141.2

市内に居住する市民図書館利用登録者数
人

目標値 61,191 61,109

目標値 4,000 4,000 4,000 4,000
実績値 5,301 4,626 5,646

目標：事業計画 達成率 266.7 150.0 206.0

Ｈ２３

図書館講座参加者数
人

目標値 150 200 200 200
実績値 400

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

300 412

図書館まつり当日の来館者数
人

未設定
実績値 5 9 5
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

小中学校に対する図書館活用指導の実施回数
回

目標値 未設定 未設定 未設定

未設定
実績値 7 6 7
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

特別展示回数
回

目標値 未設定 未設定 未設定
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

回

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 7 8 7

読書・学習支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

図書館講座開催回数

 



- 60 - 
 

 



- 61 - 
 

教 - 7

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
かなりある ●

● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

対象児童生徒の増嵩・多様化に伴い、必要な人的支援体制を整備する。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

関係機関との連携、さらには市民団体等の協力を得るなど、工夫改善を図る。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 対象となる児童生徒は全体数に比べ尐ないことから、数値的には影響が尐ないとい

う解釈もあるが、対象児童生徒にとっては人生を左右するほど重要な施策といえる。

よって影響は大きいものと判断する。

小さい

ない

現状の課題
本市だけの状況ではないと考えるが、教育において特別支援を必要とする児童生徒は増加、多様化しており、その支援にあ
たって、専門性、さらには高度なスキルを有するスタッフの拡充が必至となってきている。本市は特別支援・発達支援が充実し
ているという評価も得ているが、さらなる充実が求められてきている。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 費用対効果が高い事業とは言い難いが、関係機関の連携
を図ることにより、効率な取り組みなされていると認識して
いる。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

支援を必要とする児童生徒が急増しており、人的支援やシステム、また市民団体等との協働も含め、学校や関係機関等の意
見を聞きながら改善に向けて取り組む。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

人的支援が必要なことから、必要な経費を予算措置していく。

現状の課題 療育から教育への一貫した支援が必要であり、幼稚園・保育園との話し合いを通じ、支援の工夫が必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

人的支援を要する課題であり、コスト削減は難しい。
低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

支援を必要とする児童生徒数が急増しており、学校の人的
資源だけでは機能できないため、縮小・廃止の影響は大き
い。

達成率

概ね効率的

実績値

目標：事業計画（全小中学校） 達成率 100.0 100.0 100.0
目標値

目標値 22 22 21 21
実績値 22 22 21

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

Ｈ２３

小中学校における特別支援学級在籍児童生徒数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 66

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

67 79

児童生徒の実態把握や支援方策等を行う校内委
員会の設置校数 校

21
実績値 13 13 16
達成率 59.1 59.1 76.2

小中学校における特別支援学級の設置校数
校

目標値 22 22 21

目標：事業計画（全小中学校）

6
実績値 7 7 5
達成率 100.0 100.0 83.3

地域コーディネーターの配置人数
人

目標値 7 7 6

目標：予算措置数

目標：予算措置数 達成率 18.2 36.4 52.4

校

目標値 22 22 21 21
実績値 4 8 11

特別支援教育運営事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

特別支援教育支援員の学校配置数
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教 - 8

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
かなりある ●

● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
極めて高い ●

● 高い

高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

スクールカウンセラー設置事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

１校あたりの年間活動日数
32

実績値 35 35 32
目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

日

目標値 35 35 32

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

585 669

Ｈ２３

相談件数
件

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 644
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値
実績値
達成率
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

継続して取り組まなければ、いじめや不登校などの問題は
解消されないため、廃止・縮小の影響は大きい。

現状の課題
スクールカウンセラーの業務内容をより理解してもらうため周知を図り、教職員等との連携を密にすることによって、問題行動等
の未然防止や早期発見、早期解決していく必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

人的支援を要する課題であり、コスト削減は難しい。
低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

人的支援が必要なことから、必要な経費を予算措置していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

学校とスクールカウンセラー、ふらっとくらぶ及びその他関係機関等の意見を十分聞き入れながら、スクールカウンセラーの勤務
日数の増など改善に向けて取り組む。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
カウンセリングという事業の性格上、費用対効果はやはり
低くならざるを得ないものと考える。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい カウンセリングを受けた者の数でみれば影響小とも解釈で
きるが、カウンセリング体制整備の有無の点で見れば影響
は大きい。

小さい

ない

現状の課題
スクールカウンセラーが機能している学校とそうでない学校など、ばらつきがある。児童生徒への周知もさることながら、教職員
等との連携の度合いが影響しているものと思われる。

減尐 その他

当面現行水準で取り組む。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

スクールカウンセラーがさらに機能発揮できる環境やシステムについて、検討・改善を図る。
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教 - 9

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
かなりある ●

● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
極めて高い ●

● 高い

高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

現行の取り組みの間は、現行水準で取り組む。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

・不登校児童生徒や保護者への家庭訪問等の支援方策を関係機関と協議しながら、改善していく。
・ふらっとくらぶの運営等について市民団体等との協働を検討する。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 対象となる児童生徒は全体数に比べ尐ないことから、数値的には影響が尐ないとい

う解釈もあるが、対象児童生徒にとっては人生を左右するほど重要な施策といえる。

よって影響は大きいものと判断する。

小さい

ない

現状の課題
不登校児童生徒のうち、「ふらっとくらぶ」に通級している者は尐数であり、多くは自宅に引きこもっている状況が多い。現行の教
育支援教室以外についても、効果的な手法を検討する必要があると認識している。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
不登校児童生徒のうち、「ふらっとくらぶ」に通級している者
は尐数なことから、費用対効果が低くならざるを得ない。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

・不登校児童生徒や保護者への家庭訪問等の支援方策を関係機関と協議しながら、改善していく。
・ふらっとくらぶの運営等について市民団体等との協働を検討する。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

人的支援が必要なことから、必要な経費を予算措置していく。

現状の課題
不登校児童生徒が抱える課題は複雑化、多様化しており、これに対応できる人材の確保と在籍校との連携を図っていく必要が
ある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

人的支援を要する課題であり、コスト削減は難しい。
低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

継続して取り組まなければ、長期欠席児童生徒の学校復
帰及び社会的自立などの問題は解消されないことから縮
小・廃止の影響は大きい。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率
目標値

目標値
実績値

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

Ｈ２３
学校復帰人数（児童生徒の問題行動等生徒指導
上の諸問題に関する調査） 人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 28

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

17 15

実績値
達成率

目標値

238
実績値 239 236 238
達成率 100.0 100.0 100.0

教育支援教室（ふらっとくらぶ）開設日数
日

目標値 239 236 238

目標：事業計画

目標：事業計画 達成率 40.0 36.7 33.3

人

目標値 30 30 30 30
実績値 12 11 10

不登校児童生徒支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

教育支援教室（ふらっとくらぶ）在籍者数
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教 - 10

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

極めて高い

● 高い ●
高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

現行事業費レベルでも十分実施可能。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

内容は毎年、工夫・検証が必要であり、ルーチン化しておざなりになればこの事業の成果は大きく損なわれるので、十分留意し
て取り組みたい。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 廃止により学校教育において、ただちに不測の事態に陥るということ

はないが、このような事業の廃止は長期的に本市の教育レベルの低

下に繋がるものと考える。

小さい

ない

現状の課題
教職員全てが参加しやすい日時に設定できるよう、学校側と毎年協議しているが、全校共通のベストな時間帯はなかなかなく、
結果としてベターな時間帯を設定せざるを得ず、必ずしも全教員が参加できる状況とは言い難い。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
比較的些尐な経費でも工夫次第で有効な研修は組めてお
り、費用対効果の点では相当高いものと判断する。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

教職員に求められるスキル多様化に対応する内容に改善する。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の事業費で実施していく。

現状の課題 教職員に求められるスキルが多様化していることから、限られた時間における効率的な研修企画が必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 最小限の事業費で国・道による研修でカバーできない分野
（地域資源活用等）までに及び、教員資質向上に成果を挙
げている。低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

時勢に応じたタイムリーな内容と、地域資源に注目するこ
とにより参加者は増加しており、施策への貢献度が高く、
縮小した場合の影響が大きい。

目標：事業計画 達成率 115.0 111.3 119.0

概ね効率的

80 80
実績値 92 89 95

目標：事業計画 達成率 88.8 81.3 88.3
受講した教職員のうち、有意義だったと感じた人
の割合（アンケート調査） ％

目標値 80 80

目標値 80 80 80 80
実績値 71 65 71

目標：事業計画 達成率 75.6 61.4 96.1

Ｈ２３

延べ参加人数
人

目標値 545 500 380 410
実績値 412

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

307 365

教職員全体に占める受講者の割合
％

実績値
達成率

目標値

実績値
達成率

目標値

目標：事業計画 達成率 130.0 80.0 100.0

個

目標値 10 10 10 10
実績値 13 8 10

石狩市教職員研修事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

実施講座数
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教 - 11

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い

● 高い ●
高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

奨励プログラム推進事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

交付金交付学校数
21

実績値 21
目標：予算措置数（全小中学校） 達成率 100.0

校

目標値 21

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

19

上記を体験した延べ児童生徒数
人

Ｈ２３

奨励４項目のいずれかを実施した学校数
校

目標値 未設定 未設定
実績値
達成率 #VALUE!
目標値 未設定 未設定
実績値 6,666
達成率 #VALUE!
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

学校では限られた経費で様々な特色ある教育活動を実施
しており、縮小の場合、奨励項目の実施が困難となり、影
響が大きい。

現状の課題
今日的な課題に対応した教育活動（奨励４項目）の推進も大切だが、従来学校が培ってきた特色ある教育活動とのバランスを
図りながら事業を推進する必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
９割の学校が、奨励項目を導入した。従来の交付金から予
算を増額せずに、最小限の事業費で導入を図れている。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、配分方法を工夫しながら、必要最小限の事業費で実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

各学校が、特色や地域性を生かしながら、且つ今日的な教育課題にも取り組めるよう事業内容を工夫する必要がある。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 事業費に比して相当数の学校で取り組まれていることから概ね

効率的と解するが、取組の効果測定する際には、もっと大きな
視点も必要と思われる。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 奨励プログラムとしてスタートして間がないので縮小等により直
ちに影響するとは言い難いが、長期的施策であるので、安易な
縮小等は避けるべきと考える。

小さい

ない

現状の課題
奨励項目の設定の最終的なねらいについては、環境、人権、平和、国際理解がそれぞれ独立した国際課題ではなく、経済も含めて相互
にリンクし、影響しあっていることを学ばせることが、石狩市を担う次世代育成に重要と捉まえたことによる。まだまだ本事業は課題が多い

が、中長期の視点で取り組まなければならないと考える。

減尐 その他

現行で推移をみる。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

現行で推移をみる。
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教 - 12

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

概ね達成 ●
● 達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

施設の老朽化の進捗により大規模改修の事業費は増す。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

老朽化施設が増えてくることにより、基本的に対象となる施設が増える。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
施設の大規模メンテナンスであり、施設廃止がない限り継
続的に行う必要がある。

小さい

ない

現状の課題
施設のメンテナンスは本来、耐用年数や使用状況、あるいは老朽化に応じて着実に行わなければ、良好な維持管理とならない。しかしな
がら、一方では財政事情も考慮せざるを得ないことも否めないところである。本市の学校施設は比較的同時期に整備されたことから、改

修を要する時期も重なっており、多大な財政需要を如何に平準化、整備の効率化を図るかが重要なポイントである。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

耐震補強工事などと同時に行うことにより効率性は増す。概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

各校から強く要望されている改修事業については、緊急度及び必要度の高い施設から順次実施する。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

事業実施に応じた予算措置を行う。

現状の課題 小中学校施設の大半は築２０年を超える状況になっており、老朽化に伴って各学校からの改修要望が増加している。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で安全で快適な学校施設環境の整備を
図った。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

継続的な事業展開が必要であり、廃止した場合の影響は
大きく、学校施設の安全・快適性の悪化に繋がる。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率
目標値

目標値
実績値

目標：予算措置額 達成率 84.0 85.4 96.1

Ｈ２３

改修事業費
千円

目標値 11,100 3,800 6,000 11,400
実績値 9,326

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

3,244 5,763

実績値
達成率

目標値

実績値
達成率

目標値

目標：予算措置数 達成率 100.0 100.0 266.7

校

目標値 4 2 3 5
実績値 4 2 8

小中学校校舎等改修事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

改修事業実施学校数
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教 - 13

　課長評価（1次）

● 達成 ●
概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

● 極めて高い ●
高い

高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

現行のペースで順次耐震化を図る。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
耐震化は喫緊の課題。完了するまで縮小・廃止は想定で
きない。

小さい

ない

現状の課題
現に学校として開校している施設の耐震補強工事となるので、授業等の妨げとならないよう工事施工の時期が限られるのが課
題。特に北海道では、積雪等気象条件もあるので、会計年度を跨げる国費（繰越明許費など）を出来るだけ活用していきたい。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
計画的な取り進めができている。費用対効果も設計時の
検証で概ね効率的に取り組んでいる。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

緊急性がある耐震化については、計画的かつ迅速な実施を行う。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

耐震化改修施設については、事業コストを踏まえながら、できるだけ効果的な改修整備を同時に進める。

現状の課題 耐震補強改修に併せて、老朽化が著しい施設の大規模改修が見込まれている。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で安全で豊かな学校施設を確保を図っ
た。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

学校施設は、子どもの安全確保及び市民の避難場所とし
て指定されており、耐震補強は急務である。

目標：予算措置額 達成率

概ね効率的

97,483
実績値

目標：予算措置額 達成率 86.0 314.4

その他学校施設整備事業費
千円

目標値

目標値 63,000 8,000 0
実績値 54,180 25,148

目標：予算措置額 達成率 100.0 90.6 #VALUE!

Ｈ２３

耐震診断事業費
千円

目標値 23,730 36,336 - -
実績値 23,730

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

32,933 -

耐震補強改修事業費
千円

2
実績値
達成率

その他学校施設整備事業実施学校数
校

目標値

目標：予算措置数

0
実績値 1 3
達成率 100.0 150.0

耐震補強改修事業実施学校数
校

目標値 1 2

目標：予算措置数

目標：予算措置数 達成率 100.0 100.0 #VALUE!

校

目標値 2 12 - -
実績値 2 12 -

小中学校施設整備事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

耐震診断実施学校数
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教 - 14

　課長評価（1次）

● 達成

概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

● 達成

概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ●

○ ○ ○ ○ 予算なし ●減尐 その他

今後、建設コストなどが一時的に発生する可能性もある。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

通常の事業のほかに建て替え等の検討事業を加える。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
給食の縮小・廃止は児童生徒の食生活のほか、保護者へ
のサービス低下など様々な影響が推測される。

小さい

ない

現状の課題
昨今、給食の安全性について話題になることが多い。本市の場合では、施設の老朽化に伴う安全対策の充実が求められ、ここ
数年施設改修費が増加している。特に第２センターの老朽化が著しく、事業主体の在り方も含め、建て替えの検討を早急に進
める必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

課長評価のとおり。概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

今後も民間に委託し継続していく。（栄養価を充足できる範囲において、給食費を値上げせずに食材を確保する。）

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限度の事業費で実施していく。

現状の課題
食材費の高騰に伴い、給食費を平成22年8月に値上げし、栄養価の充足率を達成することができたが、東日本大地震により食
材の確保や値上げが懸念される。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
調理業務等を民間業者に委託することにより、事業費を抑
制しながら、給食を提供している。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

事業の性格上、廃止・縮小した場合は保護者の負担など
影響が大きすぎる。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率
目標値

目標値
実績値

目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.5

Ｈ２３

調理数
食

目標値 962,180 953,540 952,470 962,031
実績値 962,180

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

953,540 956,987

実績値
達成率

目標値

実績値
達成率

目標値

目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

日

目標値 190 190 190 190
実績値 190 190 190

学校給食事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

給食提供日数
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教 - 15

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

就学援助事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

申請者
未設定

実績値 1,582 1,717 1,823
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

人

目標値 未設定 未設定 未設定

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

1,421 1,491

Ｈ２３

認定者数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 1,349
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値
実績値
達成率
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

昨今の経済情勢から、支援拡大が求められることが予想さ
れ、縮小した場合の影響は大きい。

現状の課題 認定作業における申請者の収入捕捉。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
一定条件をもって認定していることから、最小限の事業費
により概ね効率的に実施している。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

今後の経済情勢予測から、認定者の増加は免れないと考える。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

概ね効率的に実施していることから、引き続き現行通り継続する。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

課長評価のとおり。概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

課長評価のとおり。小さい

ない

現状の課題
国において対象経費項目の拡大などの制度修正が見られるが、地方の負担に見合った地方財政措置がなされておらず、超過
負担を強いられているのが実情である。現下の経済状況を鑑みても就学援助費の拡大は避けられず、早急に地方の財政措置
が求められる。

減尐 その他

現下の経済状況から経費増が見込まれる。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

対象項目の拡大に向け検討する。
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教 - 16

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

奨学金支給事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

申請件数
未設定

実績値 53 70 92
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

件

目標値 未設定 未設定 未設定

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

47 47

Ｈ２３

支給人数
人

目標値 25 47 49 51
実績値 23

目標：予算措置数 達成率 92.0 100.0 95.9
目標値
実績値
達成率
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

昨今の経済情勢下では、縮小した場合、経済的理由で修
学が困難な学生が増え、影響が大きい。

現状の課題 ニーズにあった支給時期の検討が必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で、受給者の修学の経済的支援に効果を
あげている。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最低限の事業費で実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

概ね効率的に実施していることから、支給時期などを工夫しながら現行どおり進める。

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
費用対効果がはかりづらい事業であるが、給付奉方式な
ので貸付方式より事務効率は高い。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

課長評価のとおり。小さい

ない

現状の課題
財源との見合いから奨学金額の拡大も容易ではないので、支給時期は方法などを工夫して、尐しでも奨学生の便宜を図りた
い。

減尐 その他

対象がどれほど増減するかにもよるが、今後とも事業の継続を前提とする以上、事業費拡大は慎重にならざるを得ない。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

当面、現状どおりとする。
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教 - 17

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

極めて高い

● 高い ●
高くない

● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

上記の事業内容の変更により多尐事業費は増加する。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

２３年度から情操教育に新たに美術館鑑賞を加えるほか、あい風コンサート等も改善を図っていく。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 文化振興の各種事業は廃止・縮小により直ちに市民生活に重
大な影響を及ぼすものとは考えづらいが、長期的にみればその
損失の影響があるものと推測する。

小さい

ない

現状の課題
情操教育は、学校の授業枠を使う関係から、移動時間も含め、時間の確保が難しい場合があり、良質な事業でありながら、そ
の拡大が図れない状況にある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
各種事業は比較的低コストで目的を達成しており、費用対
効果でみれば、相当高い事業といえる。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

試行プログラムをニーズを踏まえながら改善し、広く実施する。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

試行プログラムの本格実施化によってコストの増加が必要となる。

現状の課題 授業時数の確保が難しくなる状況の中でのプログラムの受け入れについて、学校、保護者の理解が不可欠である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で市民に芸術鑑賞や子どもたちの情操を
育む機会を一定程度提供している。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

適時に効果的な芸術鑑賞の機会を提供することは子ども
たちの情操を育むために必要不可欠であり、廃止や縮小
は難しい。

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

概ね効率的

未設定 未設定
実績値 1,097 684 1,651

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

ロビーコンサート・ロビー展来場者数
人

目標値 未設定 未設定

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 468 452 414

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

Ｈ２３

情操教育スタートプログラム参加者数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 586

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

531 579

あい風コンサート鑑賞者数
人

11
実績値 9 9 9
達成率 81.8 81.8 81.8

ロビーコンサート・ロビー展実施回数（市民文化祭
開催月を除く） 回

目標値 11 11 11

目標：事業計画

7
実績値 7 7 7
達成率 100.0 100.0 100.0

あい風コンサート実施校
校

目標値 7 7 7

目標：事業計画（小規模小学校）

目標：事業計画（全小学校） 達成率 100.0 100.0 100.0

校

目標値 14 14 13 13
実績値 14 14 13

芸術鑑賞会開催事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

情操教育スタートプログラム実施校
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教 - 18

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
かなりある ●
多尐ある

● さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

上記の内容を図るため事業費の確保に努める。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

昨今の経済情勢により、尐なからず市民生活は総じて経済的圧迫が生じているものと推測される。自己負担の多寡により参加
できないということのないよう、できる限り公費負担の確保を図りたい。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

課長評価のとおり。小さい

ない

現状の課題 課長評価のとおり。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
自己で相当まかなっているので、費用対効果の検証では
概ね効率的と考える。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

派遣人数の縮小などにより派遣引率者の負担及び参加者の費用負担の見直しを図る。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

参加者負担を軽減するため、市負担分の増加を図る。

現状の課題 派遣に係る経費の大半が参加者の自己負担となっており、広く参加者を募る上では、費用負担の見直しが課題である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
必要最小限の経費で活動しており、コストの削減は難し
い。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

交流相手先の関係もあるため、一方的な縮小・廃止は難し
い。

達成率

概ね効率的

実績値

目標：予算措置数 達成率 96.0 #DIV/0! 90.0
目標値

目標値 25 0 20 0
実績値 24 0 18

目標：予算措置数 達成率 #DIV/0! 64.0 #DIV/0!

Ｈ２３

派遣生徒数
人

目標値 0 25 0 20
実績値 0

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

16 0

受入生徒数
人

実績値
達成率

目標値

0
実績値 1 0 1
達成率 100.0 #DIV/0! 100.0

受入回数
回

目標値 1 0 1

目標：予算措置数

目標：予算措置数 達成率 #DIV/0! 100.0 #DIV/0!

回

目標値 0 1 0 1
実績値 0 1 0

沖縄県恩納村交流事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

派遣回数
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教 - 19

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
かなりある ●

● 多尐ある

さほどない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成

達成していない ●
極めて高い ●
高い

● 高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

効果的な取り組み、手法を確立するまでは、当面現行水準とする。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

成果がより見えるような取り組みにシフトするよう、常に改善の視点をもって取り組む。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 縮小・廃止するという選択性のある取り組みとは考えづらいの
で、影響は大とするが、この取り組みによる施策実現の貢献度
はなかなか捕捉できないので低とした。

小さい

ない

現状の課題 課長評価のとおり。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い この取り組みでどれほど効果があるか数値的評価は難し
く、成果とのリンク性からみれば、やはり費用対効果は低
い部類と考える。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

複雑多岐にわたる諸問題の対応強化（研修等の専門性の向上、地域パトロールの実施等）を図るため、学校や関係機関等の
意見を十分取り入れながら改善に向けて取り組む。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

人的支援が必要なことから、必要な経費を予算措置していく。

現状の課題
・学校との信頼関係を築きながら、学校だけでは対応しきれない諸問題に対し、専門的知識を有する職員が対応することによっ
て早期改善を図っていく必要がある。
・未然防止に向けた取り組みを継続していく必要がある。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

人的支援を要する課題であり、コスト削減は難しい。
低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

継続して取り組まなければ、いじめや不登校などの問題は
解消されない。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率
目標値

目標値
実績値

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

Ｈ２３

青尐年健全育成条例違反件数
件

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 0

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

0 0

実績値
達成率

目標値

実績値
達成率

目標値

目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

回

目標値 2 2 2 2
実績値 2 2 2

青尐年育成支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

青尐年健全育成条例に基づく立入調査回数
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教 - 20

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

概ね達成 ●
● 達成していない

● 極めて高い

高い ●
高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

当面現状どおりとし、プログラム拡大の際には事業費を拡大したい。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

当面現状どおりとし、各学年が均等にプログラム経験を有するようにする。その後、小学校高学年、あるいは中学生でのセカンド
プログラムの実施を検討していきたい。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい プログラムのねらいが完璧に全児童生徒に浸透すれば、こどもの権利含め人権意識

が相当高くなり、理論的にはいじめも存在しなくなる。（あくまで理想論域であるが）た

だし、廃止してただちに困難が生ずるといった事業でもないと思われる。

小さい

ない

現状の課題
親も同時に行うべきプログラムであるが、ＰＴＡを通じた参加呼びかけでは、自ずと参加数に限界が否めない。
また特別支援学級通級児童生徒にも実施したいが、学校ごとでは人数が尐なく費用対効果が著しく低下する。かといって合同
実施はなかなか難しいのが現状となっている。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 学校単位で実施できるので、概ね効率的。この事業は複数年おいて

年齢に応じて実施することが最も望ましいので、現段階で成果達成判

断は時期尚早。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

プログラムの成果を得るためには各学齢不断なく実施することが必要であり、引き続き実施。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の事業費で実施していく。

現状の課題 事業の効果を得るためには継続的な実施が必要である。また、保護者の参加率を維持することが課題となる。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
歴史的・国際的にも確立されたプログラムであり、最小限
の事業費で子どもたちが学習できている。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

プログラムの成果を得るためには各学齢不断なく実施する
ことが必要。また、代替的なプログラムがない。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率
目標値

目標値
実績値

目標：事業計画 達成率 #VALUE!

Ｈ２３

プログラムを受けた延べ児童数
人

目標値 未設定 564
実績値

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

817

実績値
達成率

目標値

52
実績値 63
達成率 #VALUE!

プログラム延べ実施回数
回

目標値 未設定

目標：事業計画

目標：教育プラン 達成率 100.0

校

目標値 13 13
実績値 13

子どもへの暴力防止プログラム事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

実施学校数
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教 - 21

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
多尐ある

● さほどない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

概ね達成 ●
● 達成していない

極めて高い

● 高い ●
高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

学校支援地域本部モデル事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

学校支援ボランティア活動人数
未設定

実績値 20 91 139
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

人

目標値 未設定 未設定 未設定

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

24 19

Ｈ２３

学校支援ボランティア延べ件数
件

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 3
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値
実績値
達成率
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

地域で子どもを育てる取り組みのひとつとしてモデル実施
しており、さらに拡充することが期待されている。

現状の課題
モデル事業は22年度で終了したが、子どもたちの教育環境が向上するとともに、参加したボランティアからも好評であり、拡充
が期待されている。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 最小限の事業費（直接事業費はなし）で子どもの教育環境
向上に向けた各種事業に伴うボランティアの確保がスムー
ズに行えた。低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

補助事業として実施するため、市負担が生じる。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

花川北中学校区を実績を踏まえ他地域への拡大を図る。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 教員の勤務負担軽減につながる取り組みとして、一定の成果が

あり、概ね効率的であったが、地域の教育力の活用・向上という
点では十分とは思えない。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
有効性が高い取り組みと考えるが、十分成果が上がってないこ
とから縮小・廃止の影響も必ずしも大きいとは言えない。

小さい

ない

現状の課題 施設や学校運営の補助的役割のみならず、地域の教育力を、積極的な活用を通じて高めていく取り組みを図る必要がある。

減尐 その他

事業費を拡大し、実施個所を複数にして、上記の拡充も実施していく。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

地域教育力を活用するような取り組みも新たに展開していく。
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教 - 22

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

● 達成 ●
概ね達成

達成していない

● 極めて高い

高い ●
高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

生涯学習講座開催事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

講座開設数
未設定

実績値 110 112 137
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

コマ

目標値 未設定 未設定 未設定

上記のうち「いしかり市民カレッジ」講座数（H２０ま
では、「いしかり学のススメ」講座） コマ

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 11 31 48
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

講座応募者数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 1,088 1,397 1,992
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

3,154 3,497

いしかり市民カレッジ登録者数
人

Ｈ２３

講座参加者延べ人数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 2,559
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値 200 200 200 200
実績値 209 159 208

目標：道民カレッジ同比率、実績：H２０までは累計 達成率 104.5 79.5 104.0
いしかり学びをつくる会会員数（いしかり市民カ
レッジ運営の市民団体） 人

目標値 未設定 未設定

概ね効率的

未設定 未設定
実績値 16 24 25
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

縮小・廃止した場合、生涯学習の重要な場が失われる懸
念がある。

現状の課題 講座等の企画運営を市と協働により実施しているが、持続可能なシステムとしてのあり方は検討が必要である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で市民協働によりニーズに応じた講座が
開設され、参加者も増加傾向にあり成果があった。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、最小限度のコストで運営していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

・引き続き、市民主体の取り組みに対して側面支援を継続する。
・運営の方向性について検討する。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 市民カレッジは市民主体で行政とタイアップした事業として、そ

の活性状況から、非常に成功した事例と考える。行政目的達成
の費用対効果も極めて高い。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 事業の性格から縮小・廃止により直ちに市民生活に影響を及ぼ
すものではないが、生涯学習の推進において、市民カレッジの
有効性は極めて高い。

小さい

ない

現状の課題
今後さらに市民カレッジが拡大していくならば、現行の市民ボランティア組織で運営していけるか多尐の懸念はある。その懸念
を単純に行政がカバーして行くならば、せっかくの市民主導の展開が失われるおそれもあり、行政の関与の仕方については運
営する市民と十分コンセンサスを得たうえで行わなければならない。

減尐 その他

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

カレッジは成長を続けているので、当面現行とおりで取り組む。
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教 - 23

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
多尐ある

● さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

● 極めて高い

高い ●
高くない

○ ○ ● 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

公民館管理運営事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

公民館定期利用団体数（本館）
未設定

実績値 30 37 35
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

団体

目標値 未設定 未設定 未設定

公民館利用件数（本館及び分館）
件

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 2,116 2,511 2,435
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

公民館まつり参加団体数
団体

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 28 28 25
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

42,679 40,475

公民館まつり来場者数
人

Ｈ２３

公民館利用者数（本館及び分館）
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 29,755
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 1,429 1,375 1,007
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

生涯学習社会の進展には、市民の活動場所が十分である
ことが条件であり、縮小・廃止は多大な影響がある。

現状の課題 市内社会教育施設の管理運営体制のあり方について総合的な検討が必要である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の運営費で市民の自主的・主体的な学びの場を確
保するとともに活動を支援している。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の運営費で実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

老朽化した公民館の今後と関連施設を含めた方向性を検討しながら、引き続き管理運営を行う。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
老朽化した施設状況、イベントでの市民の主体的活動を考
えると効率性は極めて高い。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 縮小・廃止により直ちに市民生活に重要な影響を及ぼすも
のではないが、市民の文化的活動を促進する上で、公民
館の存在は極めて高いものがある。

小さい

ない

現状の課題
学び交流センターの開設に伴い、紅南カルチャーセンターと公民館を含めて、利用動向や市民ニーズの推移を見定め、それに
応じたサービス展開にしていく必要がある。

減尐 その他

施設の老朽化状況から、維持管理費の増高が避けられない。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

上記課題を踏まえ、市民の利用しやすさを念頭に常に改善を意識して行きたい。
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教 - 24

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

● 極めて高い ●
高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

図書館運営事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
本の受入冊数（全館分）
（「本」には雑誌、視聴覚資料等も含む）

未設定
実績値 11,380 11,496 13,552
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

冊

目標値 未設定 未設定 未設定

開館日数（本館）
日

目標値 287 285 286

目標：事業計画

292
実績値 287 285 286
達成率 100.0 100.0 100.0
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

611,427 594,779

市内に居住する市民図書館利用登録者数
人

Ｈ２３

本の貸出冊数（全館分）
冊

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 634,097
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値 61,191 61,109 60,878 未設定
実績値 19,139 16,857 12,786
達成率 31.3 27.6 21.0

本館入館者数（人）
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 293,666 288,007 302,207

縮小した場合、市民の生涯学習・地域の拠点機能を果た
せなくなり影響が大きい。

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

概ね効率的

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

現状の課題 図書館を利用していない市民が多数いることから、利用層の拡大が必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で図書館運営を通して生涯学習を推進し
ている。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

開館時間増、開館日増により、高熱水費は若干増加する。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

施設連携をはじめ、他の機関と連携を図ることで、更なる利用層の拡大を図っていく。

担当部長 百井　宏己

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

最小限の事業費で、市民協働による運営を行っている。概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 学習情報はもとより、まちづくり外広範な情報の収集と提
供を行っている。また、読書、学習、市民活動等の場として
市民に定着している。

小さい

ない

現状の課題 利用状況は安定しているが、新たな利用者の拡大が必要である。

減尐 その他

開館時間、日数の拡大など利用者サービスに応えるため、維持管理費の増加は避けられないと考える。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

蔵書、レファレンスなどの基本サービスの充実を図るとともに、各種施設、機関、団体等との連携を図り、利用者の拡大を図る。
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教 - 25

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

石狩市民文化祭開催事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

会議開催数（市民発表部門）
7

実績値 8 8 7
目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

回

目標値 8 8 7

主催・共催・協賛事業数
件

目標値 5 5 5

目標：事業計画

4
実績値 5 5 4
達成率 100.0 100.0 80.0
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

5,985 5,843

文化祭発表者数
組

Ｈ２３

文化祭入場者延べ人数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 6,193
達成率 #VALUE!
目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 171 182 171
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

活動の発表の場がなくなることは、日頃の活動のみならず
文化振興に多大な影響を及ぼす可能性が高い。

現状の課題 市民主体の活動をさらに進めていくためにも、一定の期間、市のサポートが必要である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の事業費で市民の芸術文化活動の発表の場を確
保している。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

自主財源の獲得にも努力しており、引き続き、最小限の事業費で実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

引き続き、市が一定のサポートをし、内容の充実を図りながら多くの市民が鑑賞観覧できる文化祭とする。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
全市的な文化イベントであり、規模の大きさと費用を比較し
ても効率性は高い。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
多くの市民が１年間の文化活動の集大成として参加してお
り、影響は多大と考える。

小さい

ない

現状の課題
　舞台部門、展示部門ともに、いかに多くの市民が参加し、かつ鑑賞して貰えるかがこの事業のカギであり、その点では、結果
の検証は比較的わかりやすい事業なのかもしれない。現在でも多数参加されているが、増加させていくとなると一様ではなく、
常に改善に取り組んで行かなければならないものと考える。

減尐 その他

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

展示部門の作品群をこの文化祭だけでなく、連携した展示の機会を別セットできないか検討するなど、より効果的な方策も検討
したい。
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教 - 26

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
多尐ある

● さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

法人化したばかりであり、当面現行どおりとする。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい
本市の文化活動団体の中核であり、影響は大きいと考え
る。

小さい

ない

現状の課題
任意団体から法人化に移行したところであり、今後さらに本市文化行政の推進に重要な存在になると思われる。
組織を担う人材の育成、加盟団体の活発化などが急がれる。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
様々な活動を通じて本市の文化振興が推進されており、
概ね有効性、効率性が図られている。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

市のきめ細かなサポートにより、安定的な組織運営を図る。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、最小限の事業費で実施していく。

現状の課題 市の文化芸術分野の振興のため、文化協会そのものの組織強化が必要であり、市のサポートも求められている。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限の行政の支援（拠出）により、中心となる文化協会
が文化芸術振興を一定程度図ることができている。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

廃止・縮小した場合、文化協会の活動基盤や文化的な環
境が失われる懸念がある。

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

概ね効率的

未設定 未設定
実績値 740 1,080 1,439

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

俳句応募人数（大人+子ども）
人

目標値 未設定 未設定

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 68 65 64

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

Ｈ２３

会員数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 1,109

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

1,015 986

加盟団体数
団体

実績値
達成率

目標値

未設定
実績値 29 31 24
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

会議数（総会、各実行委員会等）
回

目標値 未設定 未設定 未設定
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

回

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 27 38 32

石狩市文化協会運営支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

実施事業数（主催、関連行事・事業、管内事業）
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教 - 27

　課長評価（1次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

かなりある ●
多尐ある

● さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

極めて高い

● 高い ●
高くない

○ ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ●

○ ○ ○ ○ 予算なし ●

地域創造アトリエ事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

自主事業の実施回数
未設定

実績値 13 2 11
達成率 #VALUE!

回

目標値 未設定 未設定 未設定

開館日数
日

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 183 246 247
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

128 1,490

来館者数
人

Ｈ２３

自主事業への参加者数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 4,690
達成率 #VALUE!
目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 6,510 2,018 2,090
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

縮小・廃止した場合、文化芸術活動の発表の場としてふさ
わしいデザイン性の高い空間が失われる。

現状の課題 管理運営方法について多くの手によって支えられる仕組みづくりが不可欠である。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 最小限の事業費で市民が芸術文化に触れる機会を確保す
るとともに、市の情操教育プログラムの実施拠点に取り込
むなど幅広く活用している。低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の事業費で実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

引き続き、広く市民参画ができる仕組みづくりなど、持続可能な運営を検討しながら実施していく。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
市民主体のＮＰＯ法人により運営されており、行政目的と
費用の関係では最大限の費用対効果と考える。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 芸術文化活動を行える場所でみれば、アートウォーム以外
でも従前より実施可能場所は増えており、市民生活への
影響でみれば、大きいとは言い難い。

小さい

ない

現状の課題
アートウォームが開設して１０年が過ぎ、本市の施設状況、あるいは運営主体の状況など、いろいろ変化しており、現状を一度
検証する必要がある。また、昨年から子育てカフェがオープンしており、子育て家庭への文化的サポート等にも取り組むなど、時
代が求める新たな行政ニーズも踏まえることも肝要と考える。

減尐 その他

事業内容の状況如何による。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

１０年を契機に検証のうえで決定するが、現段階の見込みとしては、新たな行政課題にも取り組むなど、活動の見直しも進んで
いることから、現行どおりとなる可能性は高い
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教 - 28

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

● ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

● ○ ○ ○ 予算なし ○

いしかり砂丘の風資料館管理運営事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

開館日数
310

実績値 310 310 310
目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

日

目標値 310 310 310

体験講座開催回数
回

目標値 8 8 8

目標：事業計画

8
実績値 8 8 8
達成率 100.0 100.0 100.0

資料館だより発行部数
部

目標値 2000 2000 2000

目標：事業計画

2,000
実績値 1880 2065 2100
達成率 94.0 103.3 105.0

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

3,004 2,473

資料館だより発行回数
回

Ｈ２３

入館者数
人

目標値 4,000 4,000 4,000 4,000
実績値 3,065

目標：事業計画 達成率 76.6 75.1 61.8
目標値 4 4 4 4
実績値 4 4 4

目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

体験講座参加者数
人

目標値 105 105

概ね効率的

105 105
実績値 75 78 82

目標：事業計画 達成率 71.4 74.3 78.1

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

廃止・縮小した場合、市民が地域の自然、歴史、文化につ
いて学ぶ場が提供できなくなり、影響が大きい。

現状の課題 学芸員など運営体制の充実。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限のコストで運営し、市民が地域の自然、歴史、文化
について学ぶ場を提供している。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の運営費で実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

引き続き、学芸員などの運営体制の充実を図りながら、自然・歴史などの地域誌の情報発信を行う。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
いしかり館ネットワークの創設など、事業効果の向上を図
る工夫を行っており、概ね効率的と判断する。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい 郷土資料の活用について、当該資料館のみの展示だけで
なく、講座やイベントなどを通じて積極的な活用が図られつ
つある。

小さい

ない

現状の課題
教育プランにも位置付けられている、本市の資料館のあり方について、今年度文化財審議会に諮問し、広範な議論が開始され
る。これらを踏まえ、合併後の石狩市の郷土資料館等のあり方、方向性を定めたい。
また行政評価委員会から指摘を受けていた学芸員の充実については、来年度から１名新たに配置する予定。

減尐 その他

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

　学芸員１名を配置する。
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教 - 29

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

● 達成 ●
概ね達成

達成していない

● 極めて高い ●
高い

高くない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○減尐 その他

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

厚田資料室については、この成功を引き続き継続するため、当面現状どおりとする。

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい リニューアルによる来館者の大幅な伸びは、郷土愛の醸
成、あるいは地域の情報発信、観光資源など、測り知れな
いほどの効果・影響があったと考える。

小さい

ない

現状の課題 このことを良い例として、はまます郷土資料館の見直し・リニューアルに是非とも参考として取り組んでいきたい。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い 郷土歴史資料の活用・情報発信という点では、市民協働
（特に地域の方々）により、費用対効果は最大限図られた
といえる。

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

・平成22年度にリニューアルオープンしたことから、入館者増を図りながら、地域の情報発信を行う。
・資料館のあり方について検討する。

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き必要最小限の運営費により実施していく。

現状の課題 施設の老朽化が進んでおり、石狩市の資料館のあり方について検討が必要。

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限のコストで運営し、市民が地域の自然、歴史、文化
について学ぶ場を提供している。

低い

成果の向上余地

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

廃止・縮小した場合、市民が地域の自然、歴史、文化につ
いて学ぶ場が提供できなくなり、影響が大きい。

達成率

概ね効率的

実績値

達成率
目標値

目標値
実績値

目標：事業計画 達成率 75.3 95.3 281.6

Ｈ２３

入室者数
人

目標値 400 400 1,000 2,000
実績値 301

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

381 2,816

実績値
達成率

目標値

実績値
達成率

目標値

目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 100.0

日

目標値 157 157 155 157
実績値 157 157 155

厚田資料室管理運営事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

開館日数
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教 - 30

　課長評価（1次）

達成 ●
● 概ね達成

達成していない

かなりある ●
● 多尐ある

さほどない

○ ● ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ○

○ ● ○ ○ 予算なし ○

　部長評価（2次）

達成

● 概ね達成 ●
達成していない

極めて高い ●
● 高い

高くない

○ ○ ○ 改善 ○ ○ 廃止・休止 ●

○ ○ ○ ○ 予算なし ●

はまます郷土資料館管理運営事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

開館日数
157

実績値 157 157 78
目標：事業計画 達成率 100.0 100.0 49.7

日

目標値 157 157 157

目標値
実績値
達成率
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

1,402 579

Ｈ２３

入館者数
人

目標値 1,000 1,000 1,000 1,000
実績値 1,048

目標：事業計画 達成率 104.8 140.2 57.9
目標値
実績値
達成率
目標値

概ね効率的

実績値
達成率

妥
当
性

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

廃止・縮小した場合、市民が地域の自然、歴史、文化につ
いて学ぶ場が提供できなくなり、影響が大きい。

現状の課題 石狩市の資料館のあり方についての検討

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い
最小限のコストで運営し、市民が地域の自然、歴史、文化
について学ぶ場を提供している。

低い

成果の向上余地

事業コスト

増加 現行水準 減尐 その他

引き続き、必要最小限の運営費により実施していく。

　事業に対する市民意見等

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

・引き続き石狩市のニシン漁にまつわる歴史・文化の情報発信を行う。
・資料館のあり方について検討する。

担当部長 　三国　義達

市民意見等に対する回
答

反映

一部反映

不採用

実施済み

参考

有
効
性

事業の成果につい
ての検証

効
率
性

費用対効果の視点
での検証

高い

概ね効率的

低い

施策への貢献度か
らみた優先度

妥
当
性

事業コスト

増加 現行水準

事業を縮小・廃止し
た場合の影響

大きい

小さい

ない

現状の課題
　資料館のあり方については、教育プランにもその検討を位置付けている。今年度、文化財保護審議会へ諮問し、その審議を
踏まえ一定の方向性を定めたい。

減尐 その他

上記事業の見直しにより、コストの変更がある得るが、現時点では未定。

今
後
の
方
向
性

事業内容

拡充 現行通り 縮小 その他

審議会答申を踏まえ、今後見直しを行う。

 


